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☎055-934-4７49
商工振興課

沼
津
が
誇
る
熟
練
の
技

平
成
３０
年
度

　沼
津
市
技
能
功
労
者
紹
介

美
容
師

　山
田
　ま
り
子（
千
本
港
町
）

　増
田
　澄
子
　（西
島
町
）

　澁
谷
　惠
子
　（大
塚
）

　神
田
　生
子
　（大
岡
）

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

　三
澤
　和
枝
　（富
士
見
町
）

　矢
崎
　里
江
　（西
島
町
）

家
具
職

　小
尾
　光
正
　（三
園
町
）

製
菓
技
術
師

　石
川
　義
倫
　（沼
北
町
）

調
理
師

　野
田
　茂
　
　（我
入
道
蔓
陀
ヶ
原
）

鉄
工　門

脇
　智
　
　（岡
宮
）

　楠
　
　章
彦
　（東
椎
路
）

　矢
部
　博
之
　（岡
一
色
）

水
産
物
加
工
職

　後
藤
　博
克
　（上
香
貫
三
貫
地
）

食
肉
技
術
職

　飯
田
　邦
彦
　（本
字
千
本
）

※
敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

　表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
、

　
　
　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

建
築
大
工

　渡
邊
　孝
　
　（志
下
）

　原
田
　貢
　
　（内
浦
三
津
）

左
官　植

松
　厚
　
　（庄
栄
町
）

建
具
職

　深
瀬
　和
男
　（石
川
）

塗
装
看
板
工

　渡
邉
　聡
　
　（下
香
貫
下
障
子
）

電
気
工
事
士

　鈴
木
　伯
明
　（下
香
貫
前
角
）

配
管
工

　田
口
　隆
之
　（松
長
）

整
備
士

　植
松
　惠
千
代（
中
沢
田
）

　木
村
　淳
宏
　（大
諏
訪
）

　鈴
木
　秀
一
　（常
盤
町
）

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職

　廣
瀨
　利
高
　（千
本
緑
町
）

理
容
師

　塙
　
　義
裕
　（北
高
島
町
）

　綾
部
　保
仁
　（市
道
町
）

　萩
原
　富
秀
　（筒
井
町
）

　兼
子
　晋
　
　（獅
子
浜
）

　仙
石
　尚
子
　（本
郷
町
）

　市
で
は
、
ひ
と
つ
の
職
業
に
30
年
以
上
従
事
し
、
功
績
顕
著
な
職
人
の
皆
さ
ん
を
、
技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
や
食
肉
技
術
職
な
ど
30
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
表
彰
者
の
中
か
ら
二
人
に
喜
び
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　あん摩一筋 48 年の三澤和枝さ
ん。十数年前に技能功労者の表彰
を受けたご主人とともに、夫婦で
三沢はり治療院を切り盛りしてい
ます。
　和枝さんは「国家資格を持って
いますし、医療機関にも勤めてい
たので自分の技術にプライドをも
って仕事をしています。いちばん
大事にしているのはお客さんとの
コミュニケーションですね。治療
後に感謝の言葉をいただけるのが
本当に嬉しいんです。健康である
うちは続けていきたいです」と語
ってくれました。

48年の経験に
裏打ちされた
技術。

　明治元年からおよそ １５０ 年続く
食肉店の古

ふるやす

安。社名は初代の古屋
安五郎の名に由来しています。食
肉文化が根付いていない時代から
同じ場所で今も変わらず店を構え
ている老舗で、市内だけでなく遠
方から親子三代で来てくれる常連
さんもいるそうです。
　現在5代目の飯田邦彦さんは
「お客さんはもちろん先輩方に暖
かく、時には厳しく育てていただ
いて今があります。皆さんに喜ん
でもらえるようにこれからも精進
していきたいです」と話してくれ
ました。

今までも、
そしてこれからも、
この場所で。

飯田　邦彦さん
（本字千本）

三澤　和枝さん
（富士見町）
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広報広聴課

観光戦略課

　沼津の魅力をＰＲする「燦
さんさん
々ぬまづキャンペーン」のイメー

ジリーダーとして各種イベントや観光キャンペーンなどで活
躍していただける明るく元気な女性を募集します！

自
慢
し
た
く
な
る
沼
津
を

　
　市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
！

テーマ　ぬまづの宝 １００ 選を中心とした　
　　　　「自慢したくなる沼津」
応募期限　平成 ３１ 年 1月 １6 日㈬（必着）
応募規定　�横位置のカラープリントで四つ切

サイズまたはＡ４サイズ
応募方法　下記のいずれかの方法で応募して下さい。
　　　　�①�市ホームページにある応募用紙

に必要事項を明記し、写真の裏
面に貼り付けて、市役所２階広
報広聴課へ直接または郵送
②�応募用紙の内容を明記し、写真
データ（JPEG 形式、１０MB 以内）
を添付してメールで（1通につ
き１枚の応募です）

※応募作品の中から １３ 点を選出し、平成
　３１ 年度版市民カレンダーで使用します。
　�また、作品については、写真展やSNS
等で使用することがあります。
※�自作の未発表作品で、撮影地は沼津市内
に限ります。被写体の肖像権等には十分
注意し、応募者の責任で全ての問題を解
決したうえで応募して下さい。
※応募作品は返却しません。
※�入選者（１３人）には賞品を、応募者には記
念品を贈呈します。
※�詳細は、市ホームページをご覧下さい。
広報広聴課　〒 ４１0‐８６0１　沼津市役所

　メールアドレス　kouhou‐photo@city.numazu.lg.jp

　ぬまづの宝 １00 選を中心に「自慢したくなる沼津」を表現し
た写真を募集します。入選作品は平成 3１ 年度版市民カレン
ダーに使用します。

任　期　�平成 ３１ 年４月１日から１年間
対　象　以下の①〜③に全て該当する人
�　　　　① �１8 歳以上の明るく元気な女性（高校

生を除く、平成 ３０ 年４月１日現在）
　　　　�②�年間 ２０ 日程度活動できる人（主

に土・日曜日、祝休日開催のイ
ベント等）

　　　　③�普段からSNSを利用しており、
月数回の沼津市に関わる情報発
信ができる人

募集人員　２人程度
応募方法　�履歴書とともに「沼津の印象、沼

津への想い、自分だったら沼津を

どのようにPRしたいか」を別紙
に記載し、６カ月以内に撮影した
全身写真と顔写真を添付して郵送
または直接

選考方法　�平成 ３１ 年１月 ２０ 日㈰に市民文化
センターで面接を行い決定

※�応募書類は返却しませんので、ご了承下さい。
※�採用された人には、活動参加謝礼のほか、
年間 １０ 万円を支給します。

応募期間　�１２ 月７日㈮〜平成 ３１ 年１月 １１
日㈮（必着）

燦々ぬまづ推進委員会事務局（観光戦略課内）
　〒 ４１0‐８６0１　沼津市役所

ぬ
ま
づ
燦
々
レ
デ
ィ
ー
募
集

沼
津
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
‼

️

広報ぬまづ


